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安定結婚問題とアルゴリズム
演習問題

来嶋 秀治

演習 1 男性 5人 {1, 2, 3, 4, 5}と女性 5人 {a, b, c, d, e}の希望順リストは以下の通りとする．

1 a c d b e

2 a c b d e

3 a e d c b

4 a b c e d

5 c b a e d

a 5 3 2 1 4
b 1 2 4 3 5
c 3 4 2 5 1
d 2 4 5 1 3
e 5 4 3 2 1

G-Sアルゴリズムを用いて，安定マッチングを 2つ見つけよ．
[上記の希望順リストの代わりに] 男女各 5人以上の適当な希望順リストを作成して，G-Sアルゴリズム
を用いて安定マッチングを求めてもよい．ただし作成する希望順リストは，複数の安定マッチングをも
つこと．

演習 2 男性プロポーズのG-Sアルゴリズムにおいて，独身男性がプロポーズする順番によらず，常に
同じ安定マッチングが得られることを示せ．

演習 3 講義で扱った希望順リスト

1 a c b d

2 b d c a

3 c a d b

4 d b a c

a 2 4 1 3
b 3 1 2 4
c 4 2 3 1
d 1 3 4 2

の全てのマッチング（4! = 24通り）を書き出し，b-interchangeでの推移を記述（表，もしくは図示）
せよ．
ヒント: 安定でないマッチングの blocking pairは 1組とは限らないことに注意．

演習4 ある希望順リストに対する安定マッチング全体の集合をMとする．2つの安定マッチングM ∈ M
とM ′ ∈ Mに対して，全ての男性にとってMの相手はM ′の相手と同じか，より好ましい場合にM ¹ M ′

と定義する．演習 1の希望順リストに対する安定マッチング半順序集合(M,¹)のHasse図を書け．
追記: 男性プロポーズのG-Sアルゴリズムの出力が最小元に，女性プロポーズのG-Sアルゴリズムの出
力が最大元になることを確認せよ．
追記 2: 女性にとっても，2つの安定マッチングM とM ′に対して，同様にM ¹∗ M ′を定義することがで
きる．女性にとっての順序が男性にとっての順序の逆順になっている（すなわち，M ¹ M ′ ⇒ M ′ ¹∗ M）
ことを確認せよ．
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演習 5 男女各 n人のある希望順リストに対する安定マッチング全体の集合をMとする．2つの安定マッ
チングM ∈ MとM ′ ∈ Mに対して，M ∧ M ′およびM ∨ M ′を

M ∧ M ′ def.=
(
1-min

1
{s1, s

′
1}, 2-min

2
{s2, s

′
2}, . . . , n-min

n
{sn, s′n}

)
,

M ∨ M ′ def.=
(
1-max

1
{s1, s

′
1}, 2-max

2
{s2, s

′
2}, . . . , n-max

n
{sn, s′n}

)
と定義する．ただし，min

r
{sr, s

′
r} (max

r
{sr, s

′
r})は，男性 r ∈ {1, . . . , n}にとって，M での相手 srとM ′

での相手 s′rのうちの好ましい（maxは好ましくない）方，を表す．このとき，M ∧ M ′およびM ∨ M ′

は安定マッチングとなることを示せ．
ヒント: 示すべきことは，

1. M ∧ M ′（M ∨ M ′）がマッチングであること，
2. M ∧ M ′（M ∨ M ′）が blocking pairを持たないこと，

である．
追記: このことから，(M,∧,∨)は分配束をなすことがわかる．

演習 6 安定結婚問題に関して，何か調べて記述せよ．
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